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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
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消
費
税
率
の
引

き
上
げ
が
、
再

延
期
と
な
っ

た
。
現
場
の
税

務
職
員
の
立
場

か
ら
す
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
の
研
修
は
何
だ
っ

た
の
か
と
思
わ
さ
れ
る
。
し

か
し
、
あ
く
ま
で
も
延
期
で

あ
り
、
制
度
の
仕
組
み
は
変

わ
ら
な
い
の
で
未
来
に
向
け

て
無
駄
で
は
無
い
か
と
、
自

ら
納
得
さ
せ
た
り
し
て
い
る

▼
と
こ
ろ
で
、
こ
の
再
延

期
、
今
夏
の
参
院
選
対
策
と

の
評
価
が
専
ら
だ
。
一
方
で

再
延
期
す
る
こ
と
自
体
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
敗
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
政
権
に
と
っ

て
有
利
に
働
く
と
は
必
ず
し

も
言
え
な
い
▼
税
金
の
あ
り

方
は
政
治
と
直
結
す
る
も
の

で
あ
り
、
政
治
の
行
方
に

よ
っ
て
税
制
が
変
わ
る
こ
と

は
、
あ
る
意
味
、
当
然
で
あ

る
。
し
か
し
、
政
権
の
「
人

気
と
り
」
に
利
用
さ
れ
る
の

は
如
何
な
も
の
か
。
来
る
参

院
選
で
の
国
民
の
厳
し
い
審

判
が
望
ま
れ
る
。

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

黒
先
　〈
ヒ
ン
ト
〉

　
最
後
は
上
辺
の
眼
形
が
崩

れ
ま
す
。

（
　
分
で
二
、
三
段
以
上
）
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　女性登用は、６級ポスト

行
　
職
の
昇
格
改
善

（二）
　
部
下
数
制
限
廃
止
を
！

協
議
会
　
配
転
に
あ
た
っ
て

は
、
①
子
育
て
・
親
の
介
護

を
要
す
る
職
員
の
希
望
を
最

大
限
尊
重
す
る
こ
と
、
②
異

動
保
障
へ
の
配
慮
や
通
勤
費

の
持
ち
出
し
を
な
く
す
よ
う

手
当
て
す
る
こ
と
。
③
遠
距

離
通
勤
、
単
身
赴
任
を
解
消

す
る
こ
と
。

当
局
　
人
事
配
置
に
つ
い
て

も
基
本
的
な
考
え
方
に
は
変

わ
り
な
い
が
、
公
務
の
要
請

 通
勤
費
の

 持
ち
出
し
な
く
せ

協
議
会
　
女
性
の
登
用
や
男

性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
率

の
目
標
が
策
定
さ
れ
た
。
本

人
の
希
望
を
尊
重
し
た
う
え

で
目
標
を
達
成
す
る
と
と
も

に
、
超
勤
規
制
・
休
暇
取
得

促
進
、
保
育
環
境
の
充
実
等

実
効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る

こ
と
。

　
ま
た
、
６
級
の
数
値
目
標

を
設
定
す
る
こ
と
。

当
局
　
政
府
全
体
と
し
て
国

家
公
務
員
の
女
性
活
躍
と

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推

進
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ま
た
、
人
事
院
か

ら
も
指
針
が
出
さ
れ
、
女
性

職
員
の
採
用
・
登
用
等
の
拡

大
の
取
組
が
進
め
ら
れ
る
。

　
指
針
で
は
、
本
省
庁
課
長

相
当
職
の
7
級
以
上
、
５
・

６
級
、
３
・
４
級
の
括
り
で

登
用
の
数
値
目
標
を
設
定
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
国

家
公
務
員
全
体
の
整
理
に
合

わ
せ
た
目
標
を
作
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

協
議
会
　
国
税
の
職
場
で
は

６
級
が
焦
点
で
あ
り
、
数
値

目
標
を
設
け
る
べ
き
だ
。

当
局
　
数
値
目
標
は
掲
げ
て

い
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
登
用
が
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
る
。

協
議
会
　
行
　
職
の
部
下
数

(二)

制
限
を
撤
廃
し
、
包
括
承
認

基
準
の
級
・
号
俸
を
み
た
し

て
い
る
者
全
員
を
昇
格
発
令

す
る
こ
と
。

当
局
　
部
下
数
制
限
の
廃
止

は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
人

事
院
に
対
し
緩
和
を
要
望
し

て
き
て
い
る
。
個
別
協
議
で

は
、
①
全
国
に
官
署
が
分
散

し
て
い
る
②
ア
ル
バ
イ
ト
職

員
な
ど
の
指
揮
・
監
督
③
付

加
業
務
な
ど
を
説
明
し
、
１

人
で
も
多
く
昇
格
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

の
許
す
限
り
個
々
の
職
員
の

希
望
は
尊
重
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
介
護
な
ど
の
事
情

が
あ
る
職
員
に
つ
い
て
も
、

可
能
な
範
囲
で
配
置
し
て
い

く
。
　
単
身
赴
任
、
遠
距
離
通
勤

は
必
要
最
小
限
に
努
め
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
税
務
署
が

広
い
地
域
に
散
在
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
、
全
部
を
な

く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

協
議
会
　
新
幹
線
を
通
勤
に

利
用
し
て
い
る
職
員
も
多
く

い
る
。
そ
の
場
合
に
、「
持

ち
出
し
」
に
な
る
職
員
が
多

く
い
る
。
こ
れ
を
な
く
す
よ

う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

当
局
　
人
事
院
に
も
そ
の
点

は
き
ち
ん
と
要
望
し
て
い

る
。

 全
国
税
、沖
縄
全
税
支
部

 組
合
員
の
差
別
を
解
消
せ
よ

協
議
会
　
全
国
税
、
沖
縄
国

公
労
全
税
支
部
組
合
員
に
対

す
る
人
事
差
別
を
根
絶
す
る

こ
と
。
差
別
解
消
の
証
と
し

て
、
全
国
税
・
全
税
支
部
組

合
員
へ
統
括
官
等
６
級
ポ
ス

ト
発
令
を
大
幅
に
増
や
す
こ

と
。

当
局
　
個
別
の
人
事
に
つ
い

て
は
答
え
ら
れ
な
い
。

　
人
事
は
、
公
務
の
要
請
に

基
づ
き
、
適
材
適
所
で
行
政

効
率
を
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
よ
う
、
職
員
個
々
の
適

性
、
能
力
、
職
務
実
績
等
を

総
合
勘
案
し
て
行
っ
て
き

た
。
所
属
職
員
団
体
で
の
差

別
や
特
定
の
組
合
を
敵
視
す

る
こ
と
は
し
て
い
な
い
し
、

す
る
考
え
も
な
い
。

協
議
会
　
差
別
解
消
は
７
月

の
発
令
結
果
で
し
か
評
価
で

き
な
い
。
結
果
を
注
視
し
て

い
く
。

　
要
求
該
当
者

全
税
支
部

・
６
級
ポ
ス
ト

　
宮
城
信
昭
（
普
　
期
）

38

・
５
級

　
嶺
井
　
諭
（
普
　
期
）

39

全
国
税

・
６
級
ポ
ス
ト

　
羽
賀
正
之
（
黒
石
）

　
桂
山
千
代
典
（
仙
台
北
）

　
熊
倉
裕
司
（
川
越
）

　
高
橋
浩
司
（
浦
和
）

　
林
　
登
美
夫
（
高
崎
）

　
蔵
原
保
一
（
四
谷
）

　
原
野
秀
樹
（
豊
島
）

　
野
間
和
彦
（
荻
窪
）

　
高
橋
　
誠
（
芝
）

　
山
本
　
隆
（
荒
川
）

　
羽
柴
哲
司
（
富
山
）

　
稗
田
慶
三
（
兵
庫
）

　
山
内
謙
二
（
生
野
）

　
長
谷
川
健
（
八
尾
）

・
５
級
昇
格

　
長
沼
敦
志
（
帯
広
）

　
塩
谷
亮
　（
福
島
）

　
西
村
幸
一
（
市
川
）

　
星
野
永
心
（
東
京
上
野
）

　
北
村
俊
行
（
熱
田
）

　
井
ノ
上
健
一
（
八
尾
）

　
深
川
園
望
（
伊
丹
）

　
加
藤
幸
仁
（
峰
山
）

・
４
級
昇
格

　
山
道
外
誠
（
芝
）

 人
事
院
に

    処
遇
改
善
を
要
求

　
全
国
税
は
６
月
２
日
、
賃

金
改
善
等
を
求
め
て
人
事
院

と
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
細

川
委
員
長
は
じ
め
、
関
信
、

東
京
、
東
海
、
四
国
の
各
地

連
か
ら
組
合
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
人
事
院
は
職
員
福
祉

局
・
給
与
局
、
前
薗
参
事
官

が
対
応
し
ま
し
た
。

　【
交
渉
の
概
要
】

全
国
税
　
税
務
の
現
場
の
実

態
、
声
を
伝
え
ま
す
の
で
、

今
度
の
勧
告
で
税
務
職
の
改

善
を
実
現
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
　
ま
ず
、
賃
金
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
民
間
で
は
２
・
　19

％
の
報
道
も
あ
り
、
改
善
を

求
め
た
い
。

人
事
院
　
民
調
結
果
を
も
と

に
職
種
別
に
精
査
し
て
決
定

す
る
。
昨
年
よ
り
低
め
の
新

聞
報
道
も
あ
り
何
と
も
言
え

な
い
。

全
国
税
　
配
偶
者
手
当
を
見

直
す
と
い
う
が
ど
う
な
の

か
。

人
事
院
　
見
直
し
は
考
え
て

い
る
。
社
会
全
体
に
共
働
き

が
増
え
て
い
る
。
民
間
の
手

当
も
減
少
し
て
い
る
。

全
国
税
　
政
府
か
ら
の
要
請

か
。

人
事
院
　
政
府
か
ら
の
要
請

は
事
実
で
あ
る
。

全
国
税
　
手
当
は
生
活
費
に

入
っ
て
い
る
。
な
く
す
こ
と

は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
共

働
き
で
な
い
世
帯
に
大
き
な

影
響
が
あ
る
。

全
国
税
　
地
域
手
当
で
は
、

東
海
地
方
で
は
、
名
古
屋
市

　
％
、
豊
田
市
　
％
、
刈
谷

15

16

市
　
％
（
二
面
地
図
参
照
）

16
と
大
企
業
が
あ
る
地
域
が
高

く
な
っ
て
お
り
、
関
東
で
も

東
京
と
隣
接
す
る
川
口
市
、

越
谷
市
は
６
％
と
東
京
　
区
23

と
大
き
な
差
が
あ
る
。
周
囲

と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
も
ら

い
た
い
。

人
事
院
　
民
間
の
賃
金
水

準
、
物
価
を
考
慮
し
て
決
定

し
て
い
る
。

全
国
税
　
税
務
の
職
場
は
配

転
が
多
く
、
単
身
赴
任
、
遠

距
離
・
長
時
間
通
勤
も
増
え

て
い
る
。
新
幹
線
し
か
使
え

な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

り
、
持
ち
出
し
と
な
っ
て
い

る
。
改
善
し
て
全
額
支
給
し

て
も
ら
い
た
い
。

人
事
院
　
　
年
度
の
公
務
員

27

全
体
で
み
れ
ば
　
・
４
％
が

99

全
額
支
給
、
０
・
６
％
が
持

ち
出
し
と
い
う
実
態
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
の
支
給
額
は

民
間
と
ほ
ぼ
均
衡
は
取
れ
て

い
る
。

蛎
劃

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

蛎 劃鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

　配転は、子育て・介護　に焦点を
 長官団交
 経過 ②

交渉に臨む左、細川代表委員。隣り宮城副代表委員

中原長官

全
国
税
　
四
国

の
松
山
で
は
特

急
を
使
わ
ざ
る

を
え
ず
、
持
ち

出
し
に
な
っ
て

い
る
。
地
方
の

切
実
な
問
題

だ
。
　
こ
の
ほ
か
、

税
務
水
準
差
の

改
善
、
再
任
用

者
の
処
遇
改

善
、
人
事
評
価

な
ど
の
改
善
を

訴
え
ま
し
た
。

前薗参事官に要求書を手交する細川委員長
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杏
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

理
徴
収
部
門
に
赴
任
し
ま
し

た
。
隣
の
相
談
役
の
女
性
が

全
国
税
組
合
員
だ
っ
た
こ
と

と
、
た
た
か
わ
な
い
労
働
組

合
だ
と
聞
い
て
い
た
関
信
国

税
に
は
、
最
初
か
ら
加
入
す

る
つ
も
り
が
な
か
っ
た
の
で

全
国
税
の
組
合
説
明
会
に
参

加
し
加
入
し
ま
し
た
。（
先

輩
組
合
員
か
ら
は
「
あ
ん
た

は
こ
っ
ち
と
言
っ
た
ら
つ
い

て
き
た
」
と
、
今
で
も
語
り

草
…
？
）

定
年
後
は
再
任
用
で

　
今
後
は
再
任
用
職
員
と
し

職
場
の
声

【
岐
阜
支
部
紙
・
ぎ
ふ
】

Ａ
　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で

「
も
し
遠
く
に
配
転
が
行

わ
れ
た
場
合
は
単
身
赴
任

し
ま
す
か
？
」「
管
理
運
営

部
門
は
ど
う
で
す
か
？
」

「
個
人
の
内
部
事
務
は
ど

う
で
す
か
？
」
な
ど
、
自

分
の
希
望
以
外
の
配
転
･

転
課
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

で
不
安
が
大
き
く
な
っ
た

よ
。

Ｂ
　
俺
な
ん
か
（
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
で
）
今
の
現
住

所
か
ら
通
え
る
署
を
希
望

す
る
理
由
を
聞
か
れ
、

「
そ
ん
な
希
望
を
す
る
よ

う
で
は
仕
事
を
す
る
や
る

気
が
無
い
と
み
な
さ
れ

る
」
と
言
わ
れ
ち
ま
っ
た

よ
。

Ｃ
　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
す

る
方
も
、「
そ
う
言
え
」

と
言
わ
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
の
。
ご
自
分
が
発
令

す
る
わ
け
じ
ゃ
な
し
。

Ｄ
　
今
年
の
中
等
科
の
研

修
は
普
通
科
　
 ・
　
期
が

71

72

該
当
で
す
。
研
修
は
６
月

下
旬
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
の
異
動
は
、
普
通

科
　
期
は
全
員
、
普
通
科

71
　
期
は
半
数
ぐ
ら
い
が
異

72動
対
象
と
の
話
、
本
当
か

い
な
あ
～
。

全
国
税
に
育
て
ら
れ
て

【
全
国
税
関
信
】

越
谷
分
会
・
真
貝
　
正
治

　
　
　（
普
通
科
　
期
）

34

た
か
わ
な
い
組
合
ノ
ー

　
税
大
の
普
通
科
を
卒
業

し
、
最
初
に
大
宮
署
の
管

て
、
仕
事
と
組
合
活
動
に
従

事
し
て
い
き
ま
す
が
、「
権

利
は
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
、
勝
ち
取
る
も
の
だ
」

を
、
職
場
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

異
常
な
配
転
制
度
を
見
直
せ

【
全
国
税
北
海
道
】

局
長
交
渉
号
よ
り

組
　
毎
年
、
職
員
の
四
分
の

一
が
転
居
を
伴
う
発
令
と
な

る
。
国
税
庁
特
定
事
業
主
行

動
計
画
、
ラ
イ
フ
ブ
ラ
ン
ニ

ン
グ
支
援
基
本
計
画
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
、
両

立
支
援
推
進
な
ど
の
計
画

が
あ
る
が
札
幌
局
で
は
配

転
が
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
に

な
っ
て
い
る
。「
公
務
の

要
請
の
許
す
範
囲
内
」
は

通
用
し
な
い
。
配
転
制
度

の
見
直
し
を
行
え
。
少
な

く
と
も
特
殊
事
情
を
抱
え

る
職
員
の
希
望
は
最
優
先

せ
よ
。
や
む
を
得
ず
単
身

赴
任
を
さ
せ
る
場
合
は
全

職
員
に
つ
い
て
確
実
に
二

年
以
内
で
解
消
さ
せ
る
こ

と
。

官
　
単
身
赴
任
の
ご
苦
労

は
承
知
し
て
お
り
長
年
に

渡
る
単
身
赴
任
は
極
力
解

消
す
る
よ
う
努
力
し
て
い

る
。

組
　「
苦
労
は
承
知
し
て

い
る
」
な
ど
何
十
年
も
使

い
続
け
る
の
で
は
な
く
、

具
体
的
改
善
策
を
明
ら
か

に
せ
よ
。　

官
　
身
上
・
希
望
等
を
的

確
に
配
慮
し
、
十
分
に
生

か
さ
れ
る
よ
う
最
大
限
の

配
慮
を
す
る
。

〈
解
答
〉
黒
1
、
3
か
ら
5
と

下
が
る
の
が
好
手
段
。
白
6

に
黒
7
で
白
死
で
す
。
黒
１

で
7
は
白
3
で
白
生
き
。
ま

た
黒
１
で
3
は
白
1
で
白
生

き
。
白
4
で
5
な
ら
黒
4
で

白
死
で
す
。

安
按

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

第55回山の集いへのお誘い
　第55回山の集いは、遥かな尾瀬の鎮め―燧
ケ岳（標高　2356ｍ）、尾瀬ヶ原を優しく包む花
の名山―至仏山をめざします。通行止めや制
限があり行動時間が長くなりますが山を避け
れば全くの初心者でも十分楽しめます。
○日　程　前泊・８月3日（水）～８月6日（土）
○集　合　尾瀬戸倉・平人（ひらんど）旅館前
　　　　　午前6時
○参加費　30，0００円（前泊、弁当含む・交通費は
　含みません）
　申し込み・お問い合わせは全国税本部まで。
　申し込み期限は７月10日

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

止
め
た
い
。
沖
縄
県
民
は
新

基
地
建
設
を
止
め
、
戦
場
へ

の
道
を
必
ず
止
め
る
」
と
訴

え
ま
し
た
。
氏
は
元
沖
縄
県

庁
職
員
と
か
。

　
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
は
総
が

か
り
行
動
実
行
委
員
会
の
高

田
健
氏
、
戦
争
法
の
発
動
を

止
め
る
、
改
憲
を
許
さ
な

い
、
改
憲
勢
力
に
三
分
の
二

を
取
ら
せ
な
い
、
市
民
連
合

の
力
で
参
議
院
選
挙
　
の
一

32

人
区
野
党
の
一
本
化
が
実
現

で
き
た
。
６
・
５
と
６
・
　19

の
国
会
前
の
集
会
に
来
て
く

だ
さ
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　
民
進
党
、
日
本
共
産
党
、

社
会
民
主
党
、
生
活
の
党
が

登
壇
し
ま
し
た
。

　
全
国
税
は
埼
玉
か
ら
組
合

員
６
人
と
Ｏ
Ｂ
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
集
会
の
あ
と
は
、
さ
い
た

ま
市
内
を
3
つ
の
コ
ー
ス
で

デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

　愛知県の中心都市名古屋市は15％、隣り
の企業城下町豊田市、刈谷市は16％。

　
戦
争
法
廃
止

　
　
憲
法
守
れ

　
６
月
５
日
、
安
保
関
連
法

廃
止
、
立
憲
主
義
を
取
り
戻

す
、
改
憲
に
反
対
す
る
集
会

が
全
国
1
0
0
か
所
以
上
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
東
京
で
は

国
会
周
辺
で
、
国
会
正
門

前
、
日
比
谷
公
園
前
、
農
水

た
ち
―
政
治
を
変
え
よ
う
」

を
合
言
葉
に
、
学
者
、
文
化

人
、
各
野
党
代
表
、
市
民
ら

が
途
切
れ
な
く
ス
ピ
ー
チ
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
「
政
治

を
変
え
る
市
民
が
変
え
る
」

と
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
全

省
前
の
3
か
所
に
4
万
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
国
公
労
連
加
盟
の
各
単
組

の
組
合
員
、
全
国
税
か
ら
も

組
合
員
や
Ｏ
Ｂ
多
数
が
参
加

し
ま
し
た
。

　「
明
日
を
決
め
る
の
は
私

 ・ 
 総がかり

 大行動

国
い
っ
せ
い
コ
ー
ル
を
し
ま

し
た
。

　
日
比
谷
公
園
前
で
は
、
渡

辺
治
・
一
橋
大
学
名
誉
教
授

が
「
憲
法
９
条
で
自
衛
隊
が

縛
ら
れ
、 
七
十
余
年
に
わ

た
っ
て
戦
争
を
し
な
か
っ

た
。
今
は（
一
九
六
〇
年
の
）

安
保
闘
争
以
上
の
運
動
が
広

が
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
こ

の
運
動
を
政
治
を
変
え
る
力

に
し
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
ｓ
や
テ
ィ
ー
ン

ズ
ソ
ー
ル
の
青
年
、
弁
護

士
、
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
、
作
家
、

野
党
各
党
の
代
表
が
、
か
わ

る
が
わ
る
宣
伝
カ
ー
の
上
で

「
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
を
守

ろ
う
」「
憲
法
９
条
改
悪
は
さ

せ
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
非
正
規
労
働
者

　
の
運
動
交
流

　
　
　
　
全
労
連
全
国
集
会

　
全
労
連
・
非
正
規
雇
用
労

働
者
全
国
セ
ン
タ
ー
は
６
月

４
、
５
日
、
北
海
道
札
幌
市

内
で
「
第
　
回
非
正
規
で
働

24

く
仲
間
の
全
国
集
会
」
を
開

催
し
、
の
べ
９
６
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
国
公
労
連
は

北
海
道
国
公
を
中
心
に
　
名
45

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
集
会
の
冒
頭
、
小
田
川
全

労
連
議
長
は
「
安
倍
政
権
の

『
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
』の
中

身
は
経
済
優
先
で
個
人
の
尊

重
は
後
回
し
に
な
っ
て
い

る
。
女
性
に
も
高
齢
者
に
も

働
く
こ
と
を
強
制
す
る
も
の

で
、
戦
前
の
『
国
家
総
動
員

体
制
』
の
再
来
だ
。
暴
走
す

る
安
倍
政
治
を
止
め
よ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
全
国
各
地
の
非
正
規
労
働

者
の
現
状
や
た
た
か
い
を
リ

レ
ー
ト
ー
ク
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
働
く
非
常
勤
職
員
は

「
継
続
し
た
経
験
と
専
門
性

を
持
ち
な
が
ら
求
職
者
の
相

談
に
の
っ
て
い
る
。『
３
年

目
の
公
開
公
募
』
の
撤
廃
を

求
め
て
声
を
上
げ
続
け
て
い

く
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
職
種
は
違
い
ま
す
が
、
税

務
署
の
職
場
で
も
非
常
勤
職

員
の
方
が
い
な
け
れ
ば
仕
事

が
回
り
ま
せ
ん
。
長
年
勤
め

て
十
分
な
経
験
を
積
み
な
が

ら
も
、
契
約
は
一
年
更
新
で

す
。
全
国
税
も
、
常
勤
、
非

常
勤
を
問
わ
ず
働
く
者
の
雇

用
を
守
る
立
場
で
運
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

　「
６
・
５
全
国
総
が
か
り
大

行
動
」
の
一
週
前
の
５
月
　29

日
、
さ
い
た
ま
市
で
「
９
条

こ
わ
す
な
、
戦
争
さ
せ
な
い

オ
ー
ル
埼
玉
1
万
人
総
行

動
」
が
行
わ
れ
９
６
０
０
人

が
結
集
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
挨
拶
の
あ
と
に
埼

玉
弁
護
士
会
、
連
合
埼
玉
、

埼
労
連
の
代
表
が
挨
拶
。
沖

縄
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
議
長

の
山
城
博
治
氏
が
う
る
ま
市

の
女
性
殺
害
事
件
を
糾
弾

し
、「
安
倍
政
権
の
暴
走
を

オ
ー
ル
埼
玉
総
行
動
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